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事業概略書 

事 業 名 障害分野におけるロボット等の導入促進に向けた調査研究 

事 業 目 的 

これまで、介護分野では介護ロボット活用の重点分野の設定など様々な施

策が先行して展開されていたが、障害福祉分野では、ロボット介護機器の

導入促進に向けた施策を検討する上でベースとなる情報の整理が進んでい

ないと考えられた。 

どのような業務領域や介助動作においてロボット介護機器の導入促進を図

ることが生産性向上や負担軽減による職場環境の改善に向けて効果的かと

いった、具体的な導入ターゲットの設定に向けた議論についても介護分野

と比較してやや遅れが見られる状況にあった。 

そこで本事業においては、障害分野におけるロボット等の導入促進に向け、

実態の把握や今後の活用方策等の検討を行うための調査研究を実施した。 

事 業 概 要 

本事業では、主に身体・知的・精神の３障害の障害児者向けサービス事業

所を対象とするヒアリング調査を通じ、ロボット介護機器の活用による業

務効率化や職員の心身の負担軽減等への効果が大きいと考えられる業務領

域・介助動作（「障害福祉分野におけるロボット技術の活用イメージ（例）」）

を抽出・整理した。 

併せて、障害福祉の現場におけるロボット介護機器の普及に向けた阻害要

因や導入支援施策に対するニーズの整理を行った。また、障害福祉の現場

においてロボット介護機器の活用を進めている先進事業者の事例を収集

し、実際に活用されている機器の種類、活用時のポイント等を整理し、報

告書及び報告書概要版を作成した。 

事業実施結果 

及び効果 

本事業は、障害福祉サービス事業所に対するヒアリングなどにより、現場

における負担の実態を明らかにするとともに、負担軽減や効率性向上、ケ

アの質の向上に向けたロボット介護機器の活用イメージを提示した。報告

書では、「ロボット介護機器活用にかかる障害福祉領域と介護領域の共通点

と違い」、「障害福祉サービス事業所におけるロボット介護機器の導入促進

に向けて留意すべき点」、「今後の方向性（残された課題等）」についても整

理をした。 

今後、報告書に掲載した情報を通じて、障害分野におけるロボット等の導

入促進に向けた議論・検討を進めることができると考える。 
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